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除虫菊の成分から開発された成分で、比較的速やかに自然分解して残効性が低いため、家

庭用殺虫剤に広く用いられている。主なピレスロイド系殺虫成分として、ペルメトリン、フ

ェノトリン、フタルスリン等がある。このうちフェノトリンは、殺虫成分で唯一人体に直接

適用されるものである（シラミの駆除を目的とする製品の場合）。 

殺虫作用は、神経細胞に直接作用して神経伝達を阻害することによるものである。高濃度

又は多量に曝
ばく

露して身体に異常が現れた場合には、医師の診療を受けることが望ましい。 

(c)  カーバメイト系殺虫成分、オキサジアゾール系殺虫成分 

プロポクスルに代表されるカーバメイト系殺虫成分、メトキサジアゾンに代表されるオキ

サジアゾール系殺虫成分は、いずれも有機リン系殺虫成分と同様にコリンエステラーゼの阻

害によって殺虫作用を示すが、有機リン系殺虫成分と異なり、コリンエステラーゼとの結合

は可逆的である。ピレスロイド系殺虫成分に抵抗性を示す害虫の駆除に用いられる。 

一般に有機リン系殺虫成分に比べて毒性は低いが、高濃度又は多量に曝
ばく

露して呼吸困難等

の症状が出た場合には、医師の診療を受けることが望ましい。 

(d)  有機塩素系殺虫成分 

有機塩素系殺虫成分（ＤＤＴ等）は、我が国ではかつて広く使用され、感染症の撲滅に大

きな効果を上げたが、残留性や体内蓄積性の問題から、現在ではオルトジクロロベンゼンが

ウジ、ボウフラの防除の目的で使用されているのみとなっている。 

殺虫作用は、ピレスロイド系殺虫成分と同様、神経細胞に対する作用に基づくものである。 

(e)  昆虫成長阻害成分 

殺虫作用でなく、昆虫の脱皮や変態を阻害する作用を有する成分で、有機リン系殺虫成分

やピレスロイド系殺虫成分に対して抵抗性を示す場合にも効果がある。 

メトプレンやピリプロキシフェンは、幼虫が十分成長するまで蛹
さなぎ

になるのを抑えているホ

ルモン（幼若ホルモン）に類似した作用を有し、幼虫が蛹
さなぎ

になるのを妨げる。蛹
さなぎ

にならず

に成虫になる不完全変態の昆虫やダニには無効である。 

ジフルベンズロンは、脱皮時の新しい外殻の形成を阻害して、幼虫の正常な脱皮をできな

くする。 

(f)  その他の成分 

① 殺虫補助成分 

それ自体の殺虫作用は弱い又はほとんどないが、殺虫成分とともに配合されることにより

殺虫効果を高める成分として、ピペニルブトキサイド（ＰＢＯ）やチオシアノ酢酸イソボル

ニル（ＩＢＴＡ）などがある。 

② 忌避成分 

ディートが最も効果的で、効果の持続性も高い（４～６時間）ことから、医薬品（又は医

薬部外品）の忌避剤の有効成分として用いられている。その忌避作用は、虫が一般にこの物
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質の臭いを嫌うためと考えられるが詳細は分かっていない。 

ディートを含有する忌避剤（医薬品及び医薬部外品）については、外国において動物実験

で神経毒性が示唆されていることから、生後６ヶ月未満の乳児には使用を避けることとされ

ている。また、生後６ヶ月から１２歳未満までの小児については、顔面への使用を避け、１

日の使用限度を守って使用する必要がある。 

 

 主な剤型、用法 

(a)  噴霧剤 

医薬品を空間中に噴霧するもので、原液を水で希釈して噴霧に用いる製品もある。 

(1) 衛生害虫に直接噴射して殺滅させるもの、(2) 害虫が潜んでいる場所や通り道に吹き付

けるもの（残留噴射）、(3) 部屋を閉め切って部屋の広さに応じた一定時間噴射し、室内にい

る虫を殺滅させるもの（空間噴射）等がある。 

(b)  燻
くん

蒸剤 
空間噴射の殺虫剤のうち、容器中の医薬品を煙状又は霧状にして一度に全量放出させるも

のである。霧状にして放出するものは、煙状にするものに比べて、噴射された粒子が微小で

あるため短時間で部屋の隅々まで行き渡るというメリットがある。 

燻
くん

蒸処理が完了するまでの間、部屋を締め切って退出する必要があるviii。処理後は換気を十

分に行い、ダニやゴキブリの死骸を取り除くために掃除機をかけることも重要である。 

(c)  毒餌剤（誘因殺虫剤） 

殺虫成分とともに、対象とする衛生害虫（主にゴキブリ）を誘引する成分を配合し、マッ

ト状、ペレット状、ペースト状等にしたものである。害虫が潜んでいる場所や通り道に置い

て、害虫が摂食したときに殺虫効果を発揮するものである。乳幼児等が誤って口に入れたり

しないよう、十分留意される必要がある。 

(d)  蒸散剤 

殺虫成分を基剤に混ぜて整形し、加熱したとき又は常温で徐々に揮散するようにしたもの

である。医薬部外品となっている製品を除き、通常、一般の家庭で使用されることは少ない。 

(e)  粉剤・粒剤 

粉剤は、殺虫成分を粉体に吸着させたもので、主にダニやシラミ、ノミの防除において散

布される。粒剤は、殺虫成分を基剤に混ぜて粒状にしたもので、ボウフラの防除において、

ボウフラが生息する水系に投入して使用されるもの等がある。 

(f)  乳剤・水和剤 

原液を水で希釈して使用するもので、包装単位が大きい製品が多く、通常、個人で用いる

 
viii 犬、猫等のペットや観葉植物は部屋の外に出し、小鳥や魚については、燻

くん

蒸処理後２～３日間部屋に戻さないことが望まし

い。カブトムシなどの昆虫類は、１週間は部屋に持ち込むべきでない。 
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よりも地域ぐるみの害虫駆除で使用される。 

(g)  油剤 

湿気を避ける必要がある場所でも使用できるが、噴射器具を必要とし、包装単位が大きい

製品が多いため、一般の生活者が家庭において使用することはほとんどない。 

 

【殺虫剤を使用する際の一般的な留意事項】 殺虫剤を噴霧・散布する際は、なるべく防護ゴー

グル、マスク、手袋、肌の露出の低い衣服を着用し、定められた用法・用量を厳守して使用す

る。医薬品が皮膚に付着した場合には、直ちに石鹸
けん

水で洗い流し、目や口に入らないようにす

る。また、食品、食器、玩具等に医薬品がかからないよう、予め他の場所へ移動させるか収納

しておく（食器棚の扉を開けて殺虫する場合は、食品と食器はビニール袋に入れて密閉する）

必要がある。 

殺虫剤を使用したあとに身体に異常が現れた場合、又は誤って医薬品を飲み込んだ場合には、

その製品が何系の殺虫成分を含むものであるかを医師に伝えて診療を受けることが望ましい。 

 

【忌避剤を使用する際の一般的な留意事項】 粘膜刺激性があるため、創傷面、目の周囲、粘膜

等に医薬品が触れないようにする必要がある。また、皮膚にひどい湿疹
しん

やただれを起こしてい

る人では、使用を避けることが望ましい。 

噴霧剤となっている忌避剤を顔面に使用する場合は、目や口の粘膜に触れることのないよう、

いったん手のひらに噴霧してから塗布するなど、直接顔面に噴霧しないようにする必要がある。

万一、目に入ったときは直ちに大量の水でよく洗い流し、症状が重い場合には、使用した医薬

品の含有成分（例えば、ディートとアルコール）を眼科医に伝えて診療を受けることとされて

いる。 

 


